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荒川区学校図書館推進事業



荒川ってこんなまち

町屋
日暮里、西日暮里
南千住、三河島

面積：１０．２平方キロメートル

人口：約20万人
隅田川、荒川放水路

概要駅名

都電が走るまち（都電荒川線）
下町気質、伝統職人のまち
新しい開発が進むまち

特色



子育て都市荒川区

荒川区学校教育ビジョン推進プラン（H23～25）

未来を拓き、たくましく生きる子どもを育成する

１．個性や能力を伸ばす教育を進める

２．自分や他人を大切にする心の教育を進める

３．教育環境の整備と拡充を図る



実現に向けた施策の柱

１ 個性や能力を伸ばす教育
◎言語活動の充実

～PISA型読解力の育成

・学校図書館運営の有効的な活用
・調べる学習を中心とした授業を推進
・「荒川区調べる学習コンクール」の実施



蔵書の充実～図書標準１００％達成（Ｈ１８）
↓

学校司書の配置（Ｈ１９）開始
↓

学校図書館支援センター活動開始（Ｈ１９後半）
支援スタッフ、協力員

↓
荒川区学校図書館支援室開設 （Ｈ２１）
学校司書～全校配置、常勤

↓
学校図書館支援室長配置（Ｈ２２）

※荒川区の学校図書館支援事業



施策の事業内容
○確かな学力の定着・向上を図る
・全体計画、学校図書館活用計画等のモデルプランを
作成・提示

○読書活動の推進
・学校図書館運営計画の充実・実践
・荒川区推薦図書リストの活用
○授業における学校図書館活用の推進
○学校図書館の整備・充実及び運営の活性化
・蔵書及び管理システムの整備
○各種コンクール等の実施
・小論文コンテスト ・調べる学習コンクール



学校図書館に関する教育活動のあゆみ①

・１４年度～ 読書活動優秀実践校（三日小）

・１６～１７年度 国立教育政策研究所教育課程研究指定校(赤土小)
「学校図書館と連携を深めた教科等の指導の在

り方に関する研究」

・１７年度～ 図書館指導員配置開始（赤土小・三日小）

読書活動優秀実践校（赤土小)
・１７年度～ 荒川区学校図書館活性化計画 策定

・１８年度～ 荒川区子ども読書活動推進計画 策定

・１８年度～ 荒川区推薦図書リストの創設

・１８年度～ 学校図書館指導員配置拡大（一日小・南二中）

・１８年度～ 全小中学校で学校図書館図書標準１００％達成



・１７年度～ 荒川小論文コンテスト 創設

・１８～１９年度 文科省「生きる力をはぐくむ読書活動推進事業」

指定校（二瑞小・三瑞小・南二中）

・１９年度 全小・中学校に学校図書館指導員配置

・２０年度 文科省「生きる力をはぐくむ読書活動推進事業」

指定校（一日小・二日小・六日小）

・２１年度 荒川区学校図書館支援事業開始

○全小・中学校の学校図書館指導員常駐化
○全小・中学校の学校図書館蔵書管理整備完了

学校図書館に関する教育活動のあゆみ ②



学びと未来を創造する

荒川区の学校図書館
・学校司書全校配置

（週５日・５時間４５分勤務）

・全小・中学校の学校図書館

蔵書管理システムの整備完了

・荒川区学校図書館支援事業開始

・学校図書館活用あらかわモデルプラン作成

平成２１年度
学校図書館支援室スタート



指導室長

担当指導主事

学校図書館支援室長
学校図書館スーパーバイザー
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瑞光地区

学
校
司
書

学
校
図
書
館
担
当
者

日暮里地区

学
校
司
書

学
校
図
書
館
担
当
者

峡田地区

学
校
司
書

学
校
図
書
館
担
当
者

尾久地区

学
校
司
書

学
校
図
書
館
担
当
者

学校支援・研修実施

平成21年度
学校図書館
支援室開設

小学校２４校
中学校１０校

合計３４名の
学校司書配置
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学校図書館支援事業 ５つの柱
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「学校図書館活用
あらかわモデルプラン」作成

全体計画・基準など

活用した学習指導案

年間指導計画

小中学校全学年全教科等

小学校教科書２３年度・中学校教科書２４年度改訂

２１年度



推薦図書リスト・マナブック

＊「本との出会い」
（新1年生に配布）

・推薦図書リスト
・小学校版＋中学校版

＊図書館マナブック
（教師用）

・授業例
・指導のポイント
・ワークシート 等



①学校図書館全体計画
→学校図書館の基本方針
②学校図書館年間活動計画
→学校図書館部（図書担当者）・図書委員会・担任・ボランティア活動の連携
③学校図書館活用指導計画
→教育課程に基づく指導計画・教科等の年間指導計画に位置づける
④情報リテラシー指導計画
→情報リテラシーの育成計画
⑤読書年間指導計画
→朝の読書・読書週間・読書月間等の取り組み

全ての教科等の年間指導計画に学校図書館を位置づ
ける情報・メディア活用計画を作成

全校が作成し
毎年、教育委員会に

提出



図書館を活用する
学習のために

地域資料カード

情報ファイルの収集

新聞ファイル

学習環境の整備



図書館を活用する
学習のために

小論文コンテスト

調べる学習コンクール

ポップコンテスト

教育
委員会

学校

各種コンテスト等の実施



図書館を活用する学習
のために

各校での実施
２３年度 ８６時間
２４年度１０４時間

調べる学習
チャレンジ講座の実施



学校司書研修会の変更について（３４名）

平成２１年度～平成２４年度まで
①学校司書研修会
年間・・・１２回（毎月）

②新任学校司書研修会
年間・・・６回（隔月）

③地区別学校司書研修会
年間・・・５回

④学校図書館担当者研修会
年間・・・３回

合計２６回

平成２５年度～
①学校司書研修会
年間・・・６回

②新任学校司書研修会
年間・・・６回（隔月）

③地区別学校司書研修会
年間・・・３回

④学校図書館担当者研修会
年間・・・５回

⑤学校司書連絡会（新規 ）
３回

合計２３回



学校司書研修会の内容の充実へ（変更理由）

①学校司書への直接研修により学校司書の資質向上が図られた

学校司書同士の情報交換の場を重層的に設定することで、より
学校図書館の管理、運営に効果が期待できる。（研修内容の精
選で発展的に全体研修会を減らし、情報交換の場の拡充）

②各学校図書館の蔵書整理や図書館内の環境整備が進む。

③学校図書館担当者への意識付けと調べ学習に対するスキル

の向上へ （学校図書館担当者研修会の拡大）

連動して学校図書館を活用した「調べ学習」の拡大が求められる
（一部の学校を除き、調べ学習が進まない実情が課題）

④新規の研修会・・・学校司書連絡会（学校間の情報共有）



※①学校司書研修会＊年間６回

【研修内容】
・荒川区の図書館支援事業
・学校司書の服務
・資料収集の実際と活用
・地域資料の作成
・パスファインダーの作成
・読書活動の実際（報告）
・図書館活用支援の実際（報告）
・教科書に出てくる図書の紹介文作成
・これからの教育と学校司書のあり方（講演）
・学校司書の役割（講演）
・授業との関連を探る（授業参観）・・・他



※②新任学校司書研修会＊年間６回

【研修内容】
・学校の1年間
・荒川区の図書館の様子
・オリエンテーション（演習）
・情報ファイルの作成
・パスファインダーの作成
・読書のアニマシオン（演習）
・図書館通信の作成（演習）
・展示物の工夫(演習）
・パソコンの使用方法



③学校司書地区別連絡会＊年間３回

＊各地区（４地区）ごとに開催
＊各地区の区立図書館参加
＊年間３回ずつ

【研修内容】
・各学校図書館の様子
・区立図書館の様子
（区立図書館との連携）
・区立図書館からのお知らせ
・各校からのお願い
・情報交流、共有



・学校図書館に関する
校内研修会の実施
・各計画書の作成
・言語環境の整備
・調べる学習授業支援

④図書館担当者研修会＊年間３回



全教育活動でキャリア教育の実践が必要という学校経営理念

【基礎的・汎用的能力の育成】 (社会人として必要な力)
・人間関係形成・社会形成能力

・自己理解・自己管理能力

・課題対応能力

・キャリアプランニング能力

各教科 道徳 総合的な学習の時間特別活動

【教科指導の中で】
・日常生活との関連を図る
・説明し、伝え合う活動
・身近な地域を教材化
・技術を生かす職業･･･等

【社会人基礎力を磨く学校図書館】
①情報収集力・分析力を養う学校図
書館活用
②言語能力の育成
③クリティカルリーディングの育成



①学校図書館を中心に据え、動き出した教育活動

①平成１８年度

図書館活用授業（全教科）

②平成２１年度

図書館指導員とのコラボレーション授業

③平成２２年度

電子黒板（ＩＣＴ機器）活用とコラボ授業

図書館指導員が図書館授業を行う教科担当に情報

提供、コラボ授業の補助者として関わる



② 学校経営方針を踏まえた具体策

４．本年度の学校経営 重点項目（具体策）
④ 学校図書館の学習センター化を一層進め、図書
館指導員とのコラボレーション授業や電子黒板との
融合による授業を多面的に展開する。
また、区立図書館の団体貸し出しの利用、ボラン

ティアによる開館時間の拡大、読み聞かせ等を一層
充実させる。

５．重点項目を踏まえた数値目標
② 図書館利用生徒数を年間累積１６，０００人以上
貸し出し冊数を累積３５００冊以上、図書館開館日
を年間２４５日以上を目指す。図書館指導員とのコ
ラボ授業を全教科で実施する。

重点項目を踏まえた数値目標を設定し、検証する



③ 図書館活用授業 平成18年度～

平成１８年度から学校経営方針・全ての教科で図書館授業を実施

保健体育科の授業
国語科の授業（辞書引きコンテスト）

理科の授業



④ 教科担任と学校司書によるコラボレーション授業

図書館指導員とのコラボ授業（英語）

平成２１年度～

図書館を活用したコラボレーション授業を全教科で実施

社会科のコラボ授業

各教科で様々な本を紹介し、教科指導を支援する



コラボ授業（英語）

コラボ授業（国語）



⑤ 職員用学校図書館便りで、授業の広がりを提案



●学校図書館間の蔵書情報交換の迅速化・効率化
●学校図書館活用を活性化するプランの作成
●機動的に学校を支援する体制の充実
●研究主任・司書教諭・図書主任・学校司書の連携を促す
研修内容の改善充実

今後の課題

●学校図書館担当者と学校司書の連携強化
●学習を支える学習資料の組織的な収集及び蔵書点検の推進
●タブレットPC導入（２６年度）に伴う、電子機器と学校図書館
資料活用授業モデルの開発

●各教科等における学校図書館活用の授業モデル開発

学校

支援室


